
 

 

平成２４年度の委員会運営方法について 

 

１ 付議事件に関連する本市の取り組み状況 

付議事件 関連する本市施策 所管局 

ＭＩＣＥの推進 

（１）自治体外交と多文化共生の推進 政 策 局 

（２）ＭＩＣＥ都市に向けた本市取り組みについて 文化観光局 

文化・芸術等の

大規模集客イベ

ントの開催 

（３）大規模イベント等による本市魅力・活力の創出

とプロモーションについて 
文化観光局 

（４）大規模スポーツイベントの誘致について 市 民 局 

（５）「都心部活性化検討調査」について 政 策 局 

 

観光・創造都市・国際戦略特別委員会資料

平成２４年７月２０日（金）



 

自治体外交と多文化共生の推進 

 

１ 自治体外交の目指すもの 

本市は、３６９万の市民の皆様とともに、横浜が持つ、ビジネス、文化芸術、観光、学

術など様々な分野の優れた資源に一層の磨きをかけることで、個性の際立つ、活力と賑わ

いに満ちた、国内外の人々を惹きつける魅力ある国際都市を目指しています。 

そのための具体的な取組として、横浜の活性化と賑わいの創出に向け、企業の誘致や観

光・ＭＩＣＥ、文化芸術の振興、女性の経済社会進出、環境対策などを海外都市とのパー

トナーシップで進めています。 

また、環境など地球的課題の解決に向けて、引き続き、市内の国際機関や、シティネッ

ト、ＪＩＣＡなどと協力を進め、今後も世界の平和と安定に貢献していきます。 

 

２ 自治体外交と多文化共生の推進 

（１）都市間交流（主な交流実績については裏面参照） 

・姉妹友好都市交流 

・パートナー都市交流 

 

（２）国際協力 

・横浜市内国際機関等の支援 

・シティネットを通じた国際協力 

・ＪＩＣＡとの包括連携協定 

・女性の経済社会進出支援 

平成 22 年 11 月 ＡＰＥＣ横浜開催記念シンポジウム 

「女性の社会進出が支える持続可能な発展」（横浜） 

平成 23 年９月  ＡＰＥＣ「女性と経済サミット」（サンフランシスコ） 

平成 24 年３月  ＡＰＥＣ女性リーダーシップフォーラム（横浜） 

平成 24 年６月  ＡＰＥＣ「女性と経済フォーラム」（サンクトペテルブルク） 

平成 24 年９月  横浜女性ネットワーク会議（横浜） 

・第５回アフリカ開発会議関連 

第５回アフリカ開発会議キックオフウィーク 

アフリカセミナー・アフリカビジネスセミナー 

各国駐日大使の市長面会（アンゴラ、エジプト、マラウィ、南アフリカ等） 

・日米桜交流 100 周年記念事業（ワシントン） 

全米桜祭り横浜市ブース出展 

米国国務省・世界銀行本部訪問 

 

（３）多文化共生 

国際交流ラウンジ 

日本語学習支援事業 
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裏面あり 



 

 

横浜市の姉妹・友好都市、パートナー都市 
 

 
横浜市は、世界の平和と発展に貢献する国際都市を目指し、海外都市との交流を推進していま

す。 
 
 

１ 姉妹・友好都市 

幅広い分野にわたる交流 

都市名 提携年月日 最近の主な交流 

サンディエゴ（米国） S32(1957)10.29 市民団サンディエゴ訪問、大学間の連携 

リヨン（フランス） S34(1959)４.７ 合唱団横浜公演、スポーツ交流 

ムンバイ（インド） S40(1965)６.26 ムンバイ行政長官横浜市議会演説、シティネット 

マニラ（フィリピン） S40(1965)７.１ 高校生マニラ訪問、横浜でのマニラＰＲ 

オデッサ（ウクライナ） S40(1965)７.１ 市民団オデッサ訪問、横浜でのオデッサＰＲ 

バンクーバー （カナダ） S40(1965)７.１ 高校間の姉妹交流、図書交流 

上海（中国） S48(1973)11.30 物産展・展示商談会出展、図書交流、語学研修 

コンスタンツァ（ルーマニア） S52(1977)10.12 市民団コンスタンツァ訪問、歌手来浜コンサート 

 

 

２ パートナー都市 

交流テーマを定めて交流 

都市名 提携年月日 最近の主な交流 

北京（中国） H18(2006)５.17 芸術家横浜滞在、観光関係者視察受入 

台北（台湾） H18(2006)５.22 羽田国際化（直行便就航）、高校生バスケット交流、芸

術家横浜滞在 

釜山（韓国） H18(2006)６.26 羽田国際化（直行便就航）、シティネット、APEC 協力 

ホーチミン（ベトナム） H19(2007)10.23 駐日経済事務所横浜開設、水道技術交流 

ハノイ（ベトナム） H19(2007)11.16 貿易大学留学生市立大学受入 

仁川（韓国） H21(2009)12.23 環境関係講師派遣、経済代表団受入、新聞社交流 

フランクフルト（ﾄﾞｲﾂ） H23(2011)９.９ 企業誘致セミナー、被災地支援、日独協会交流 

 

 

 

参考資料 
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本市の「MICE 機能強化」への取り組み及び検討状況について 

 

平成 23 年度の「横浜市 MICE 機能強化検討委員会」による検討についてご報告します。 

 

１ 平成23年度の検討状況 

（１）「横浜市MICE機能強化検討委員会」による検討 

ア 設置趣旨 

横浜市ＭＩＣＥ機能強化のあり方に関する専門的立場からの検討を目的として、 

平成23年7月に市の附属機関に準ずるものとして設置。 

 

イ 委員名簿 

                                                 （50 音順） 

氏名 所属 

鎌形 太郎 株式会社三菱総合研究所地域経営研究本部 本部長 

川﨑 悦子 
日本政府観光局コンベンション誘致部誘致グループ 

マネージャー 

齊藤 毅憲【委員長】 関東学院大学経済学部教授  

桜井 秀夫 株式会社横浜国際平和会議場 常務取締役 

髙見 牧人 観光庁参事官 

椿 愼美 公認会計士 

森口 巳都留 株式会社ＭＩＣＥジャパン 代表取締役社長 

渡辺 厚 株式会社情報伝達研究所代表取締役 

 

ウ 検討経緯 

第 1 回 （7 月 13 日） 横浜市の MICE の現状、横浜 MICE の強み弱みなど 

第 2 回 （9 月 5 日 ） MICE 拠点の機能強化にあたって必要なターゲット 

第 3 回、第 4 回 

（11 月 24 日、12 月 22 日） 

MICE 拠点づくり のあり方 

提言書の提出 

（３月 30 日） 

～国際競争力ある MICE 拠点都市の確立に向けて～

横浜市 MICE 機能強化に向けての提言書 

    

エ 提言要旨 

    別紙の通り 

 

２ 平成24年度の検討の方向性 

 

「横浜市MICE機能強化検討委員会」の提言を踏まえ、中長期MICE戦略の作成や、 

MICE施設の機能拡充の際の事業手法などの検討に着手します。 
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別紙

～国際競争力あるＭＩＣＥ拠点都市の確立に向けて～ 

横浜市ＭＩＣＥ機能強化に向けての提言要旨        平成 24 年 3 月 30 日 

 

１ ＭＩＣＥを推進する意義 

少子高齢化の進展による人口減少社会に向かう中、ＭＩＣＥ推進により国内外からの交

流人口を増加させることは、市内での消費の拡大や、ビジネスチャンスの創出などの社会

的波及効果を生み出し、市内経済の活性化に貢献する。 

（１）横浜市における政策の中でのＭＩＣＥの位置づけ 

横浜市中期４か年計画において、観光・MICE分野を横浜版成長戦略の一つとし、

「ＭＩＣＥの拠点都市として国際的な地位を確立する」こととしている。 

（２）ＭＩＣＥ開催による波及効果 

「経済的波及効果」に加え、横浜の文化、産業、人材育成等「社会的波及効果」が

期待出来る。 

 

 

 

 

 

 

【図１ ＭＩＣＥがもたらす波及効果】

経済的波及効果  社会的波及効果 
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（３）ＭＩＣＥ市場の拡大 

アジアでの外国人旅行客数（国際到着客数）が増加するとの予想から、アジア圏内に

おける国際会議数についても 2010 年から 2020 年で「約 2 倍に増加」すると推測される。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費支出

準備・運営費等

誘発効果 

情報受発信効果

シティーセールス効果

都市環境の整備促進効果

都市のイメージアップ・
ブランド化

学術・教育面のレベ
ルアップ 

市民・企業・行政の街
づくり運動 参加者

出展者  主催者

コンベンション施設
経済投資効果の  

コンベンション施設
建設投資効果 の

生産効果

税収効果  付加価値誘発

企業等の誘致促進 市内人材の育成 

来街者の増加 街の活力向上 

参加者と地域の交流
がもたらす効果 

コンベンションそのも
がもたらす効果の

【グラフ１ 外国人国際到着客数の推移】 出典：UNWTO Tourism Highlights 2010 Edition 

■ﾖｰﾛｯﾊﾟ 

■アジア・パシフィック 
■ｱﾒﾘｶ 

■ｱﾌﾘｶ 
■中東 

3 億 9 千 7 百万人 

1 億 9 千 5 百万人 

2010    2020



２ 横浜ＭＩＣＥの置かれている現状と課題 

台頭するアジア諸国で激化する競争に取り残されつつある。 

（１）国内外におけるＭＩＣＥの取組 

シンガポール、韓国等、「アジア諸国」においては、ＭＩＣＥによる高い波及効果など

に着目し、大規模の施設整備、低価格の賃料設定がされ、国際会議の開催件数も増

加してきており、ＭＩＣＥ開催都市としての地位を確立してきている。国内でも、ＭＩＣＥ

施設の拡充に向けた検討がされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【表１ 他都市施設スペック】 

都市名・主要施設 展示場面積 最大規模会議場の収容人数

シンガポール 

 シンガポール エキスポ 約 100,000 ㎡ 約 8,000 人

 サンテック シンガポール 約 23,000 ㎡ 約 12,000 人

 マリーナ ベイ サンズ 約 32,000 ㎡ 約 11,000 人

ソウル コエックス（COEX） 約 36,000 ㎡ 約 7,000 人

プサン  ベクスコ（BEXCO） 約 27,000 ㎡ 約 2,400 人

東京（23 区） 

 東京国際フォーラム 約 5,000 ㎡ 約 5,000 人

 東京ビッグサイト 約 81,000 ㎡ 約 1,000 人

京都  国立京都国際会館 約 3,000 ㎡ 約 1,800 人

横浜  パシフィコ横浜 約 20,000 ㎡ 約 5,000 人 

【グラフ２ 国際会議開催件数の伸び】 出典：UIA 統計より作成 

94 位：8 件
(2001 年) 

不明：15 件 

不明：23 件 

27 位：66 件 

26 位：68 件 

24 位：82 件

17 位：93 件

38 位：61 件

7 位：190 件

5 位：201 件

1 位：725 件

9 位：121 件 

 

【表２ 国内他都市拡充検討状況】 

都市名等 検討状況 

観光庁 
国際会議施設等に係る PFI 事業手法調査を平成 24 年度予算化 
（他の国際会議施設等へ裨益する事例となることを期待し、国立京都国際
会館について調査するとしている） 

東京都  

 大田区 羽田空港跡地において最大 4 万 7 千 ㎡規模の国際展示場を建設方針 

 青海地区 
臨海部の約 3 万 6 千㎡の都有地で企業公募を中止し、国際会議場の 
誘致方針 

その他にも福岡市などに新設・拡充計画あり 
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（２）横浜市のＭＩＣＥ開催状況とその分析 

横浜市内での開催された国際会議、501 人以上の国際・国内会議及び展示会につ

いてはパシフィコ横浜で開催されるシェアが大きく、頭打ちの状況。それ未満の小規

模の国内会議については、パシフィコ横浜以外の施設の開催シェアが大きい。国際

会議の分野については、「科学・技術・自然」及び「医学」の占める割合が多い。 
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【グラフ３ 横浜市内における国際会議等開催状況（2007 年～2009 年合計）】 

 
 

（参加人数） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【グラフ４ 全国、横浜市における国際会議の分野別開催状況（2007 年～2009 年合計）】

グラフ３・４； 出典：2007～2009 年データ
JNTO（国際会議）、横浜観光コンベンションビューロー（国内会議・展示会・イベント） 

（３）横浜市におけるＭＩＣＥ機能の現状と課題 

横浜ＭＩＣＥの強みであるパシフィコ横浜の稼働率は限界に近く、アジア圏内におけ

る国際会議増加予測や大型バンケットの併設需要などの市場動向に対し「国際会議

などの開催需要に応えきれていない」    

 

【表３ ＭＩＣＥ拠点“パシフィコ横浜”の実績と課題】 

実績及び評価 課題 

・日本有数のＭＩＣＥ施設。 

施設別国際会議開催件数、参加者数、医学

系会議開催件数 NO.1 

・会議センター・展示ホール・ホテルが「ALL IN 

ONE」の使いやすさ  

・開業 20 年の営業ノウハウ 蓄積  

・稼働率が限界に近いことによる機会損失 

・大規模改修の時期を迎えている。 

・大型レセプション・パーティーに対応できる

空間がない。 

・リピーターの開催規模拡大傾向 

 



３ ＭＩＣＥ機能強化のあり方 

（１）ＭＩＣＥ機能強化の方針 

「空港からのアクセスの良さ」や「パシフィコ横浜のALL IN ONEの施設の特徴」や「医

学系会議の開催件数全国NO.１実績」を生かし、市の施策実現や波及効果が期待でき

る、ターゲットを明確に打ちだし、「不足している機能」と「新たな需要へ対応するための

機能」拡充や、ＭＩＣＥ開催都市を支える基盤整備や取組により都市の魅力づくりを行う

ことにより、『質の高いＭＩＣＥ開催誘致』を実現する。 

 

【表４  ＭＩＣＥ機能強化のための方針】 

ターゲットの明確化 施設の機能拡充 都市の魅力づくり 

・医学・バイオをはじめと

するライフイノベーショ

ン、IT 関連 

・中・大規模の国際会議 

・既存の企業集積を活か

したＭＩＣＥの開催 

 

・ALL IN ONE の施設

の充実 

・展示会と会議の同時

開催への対応 

・大型レセプションへの

対応 

 

＜基盤＞ 

・市内の回遊性を向上 

・まちづくりとの連携 

・質の高い人材育成 

＜取組＞ 

・文化・芸術・エンターテイメントの取組

（トリエンナーレ、ダンス・ダンス・ダンス、音楽祭） 

 

ＭＩＣＥ拠点づくりのあり方 

利便性や規模メリットによる国際競争力確保のため、パシフィコ横浜の強みを活かした

「配置」「用途・機能」「運営形態」による『魅力あるＭＩＣＥ施設の機能拡充』が必要。 
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国際競争力や企画力、提案力がある「運営主体」、公的資金の導入や官民連携手法な

どによる「経営の安定性・継続性」についての検討が必要。 

 

（２）取り組むべき方向性 

以下の項目について、『市民理解』を得ながら、早急に取組むことが必要 

中長期的なＭＩＣＥ戦略の作成 

国際ＭＩＣＥブランドを維持するための早急なＭＩＣＥ施設の機能拡充 

誘致施策の強化 

国際競争力の観点から、国と連携した取り組み 

 

（３）目標とするＭＩＣＥ開催都市像 

 

 

 

 

 

 

 

※「高付加価値・高品質なＭＩＣＥ開催都市」とは、 

○最先端の技術や情報を持ち、世界を牽引する人材が集積し、交流・融合している。  

○持続可能な横浜の発展・成長が実現。  

○安定した通年需要があり、まち全体で効果を享受している。  

○高い経済効果がもたらされている。 

 

「高付加価値・高品質なＭＩＣＥ開催都市」※                 

世界を牽引する「人・情報・技術」の交流・集積                 

「新たな需要創出・需要拡大」「ビジネス機会・イノベーション創出」 

「都市の競争力・ブランド力・市民力向上」                 

ＭＩＣＥ開催件数及び参加人数の増加                  
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大規模スポーツイベントの誘致について 

 

 

１ 平成 24 年度開催の観戦型大規模スポーツイベント  

No イベント名称 参加者数 
誘客者数 

（実績）※ 
テレビ中継

１ 皇后盃全日本女子柔道選手権大会 

（４月 15 日） 

36 人 1,850 人 NHK 総合 

２ 全日本ジュニア体操選手権大会 

（８月 12 日から 17 日） 

1,800 人 5,500 人 なし 

３ 全日本少年軟式野球大会 

（８月 20 日から 23 日） 

400 人 1,600 人 なし 

４ 世界トライアスロンシリーズ横浜大会

（９月 29 日、30 日） 

1,600 人 333,000 人 NHK BS１ 

５ 横浜国際女子マラソン大会 

（11 月 18 日） 

200 人 20,000 人 

 （山下公園） 

テレビ朝日

※１については平成 24 年実績 

２から５については平成 23 年実績 

 

 

 

２ 大規模スポーツイベント誘致・開催支援事業 

   市民の皆様が一流選手のプレーを身近な施設で観戦できる機会を増やすととも

に、横浜への集客を促進するため、スポーツイベントを誘致し、開催を支援して

いきます。 
 



 

 

 

「都心部活性化検討調査」の検討状況について 

 

 

平成 22 年度、23 年度に「都心部活性化検討調査」を実施しましたので、その検討内容につい

てご報告します。 

 

１ 調査の目的 

横浜がさらなる魅力と活力にあふれたまちとなるために、港を中心とした臨海部や横浜の歴

史を活かした都心部にふさわしいにぎわいづくりの可能性について、調査・検討を行うことを

目的としています。 

 

２ 検討の概要 

  観光・来街状況に関する統計データ、アンケート調査、市民の声、旅行口コミサイト等の分

析により、横浜都心部の強み（伸ばしていくべき方向）と弱み（解決すべき問題点）を明らか

にし、上位計画・関連計画等からにぎわいづくりの方向性を整理しました。 

 

■表 横浜都心部のにぎわいづくりの方向性  

強み 弱み  

 ①都市観光の魅力で大きな集客力 

②市民の横浜への好感度・愛着度の高さ

③｢飲食｣｢買い物｣｢港｣｢都市景観｣に

集客力 

④文化・芸術等の積極的な取組と市民

交流 

 

①来街者の滞在時間が短く、消費効果

が限定 

②話題性・訴求力の相対的低下 

③都市景観・伝統文化と、生活環境と

の軋轢 

④集客力の地区格差が拡大、脆弱な

回遊性 

⑤来街者に対するﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨの不足 

機会 

(目標達成に貢献す

る外部の特質) 

・成長戦略として施

策の柱となる観

光や環境の取組、 

・羽田空港国際化等 

 

攻勢どのように強みを活かすか 

・横浜のブランド力の増強（「港」を

中心としながら、「食」「買い物」「近

代都市性」「歴史性」「国際性（エ

キゾチック性）」等を活用） 

・戦後の建造物や文化財にも目をむけ

つつ歴史遺産や産業観光資源を掘り

起こし、学習・体験プログラム化 

段階どのように機会を利用するか 

・横浜都心部内における移動や利用

の円滑性、回遊性向上のための

ユニバーサルデザイン 

・外国人観光客にも訴求力を持つ国

内外に誇れる集客イベントの開催

・市民・事業者ガイド制によるおも

てなし 

脅威 

(目標達成の障害と

なる外部の特質) 

・国際規模での都市 

 間競争の熾烈化、 

・東京との近接性等 

差別化どのように弱みを克服するか

・伊勢佐木町や野毛といった歴史あ

る街の成り立ちや個性を活かし、

地区や街の特色を伸ばす。これら

による「オールド横浜」の魅力で

東京と差別化 

転換どのように脅威を取り除くか 

・観光客を心からもてなすホスピタ

リティの向上 

 

 

 

観光・創造都市・国際戦略特別委員会資料

平 成 2 4 年 7 月 2 0 日

政 策 局

裏面あり



 

 

３ 都心部活性化に資する具体的な取組に関する情報収集  

カジノを含めた総合リゾートに関し、国、主な地方自治体、海外の動向について情報収集し

ました。 

 

【参考】ＩＲ議連（カジノ議連）によるカジノ合法化に向けた最近の動き 

・平成 22 年 4 月 「国際観光産業振興議員連盟（ＩＲ議連）」発足 

・平成 22 年 8 月 ＩＲ議連「特定複合観光施設区域整備法」（会長私案）作成 

・平成 23 年 8 月 ＩＲ議連「特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律案」決定 

 

４ 平成２４年度調査について 

  過年度調査において整理した現状や課題、都心部活性化に向けた方向性を踏まえながら、具

体的な施策や今後の展開について検討を行うにあたり、柔軟で幅広い発想をとりいれるため、

大学等と協働で提案を募集します。また、都心部活性化に資する国等の動向について、引き続

き情報収集・整理等を行います。 


	t6-20120720-bk-1-2.pdf
	★120720常任委員会説明資料（案）
	★別紙 要約版（4ページ）

	t6-20120720-bk-1-3.pdf
	t6-20120720-bk-1(3)
	img-817133313-0001
	img-817133313-0002
	img-817133313-0003
	img-817133313-0004
	img-817133313-0005
	img-817133313-0006
	img-817133313-0007
	img-817133313-0008
	img-817133313-0009
	img-817133313-0010
	img-817133537-0001
	img-817133550-0001
	img-817133602-0001

	ダンスパンフ
	img-725135210
	img-725135222
	img-725135230


	t6-20120720-gi-1-2.pdf
	t6-20120720-bk-1(3)
	img-817133313-0001
	img-817133313-0002
	img-817133313-0003
	img-817133313-0004
	img-817133313-0005
	img-817133313-0006
	img-817133313-0007
	img-817133313-0008
	img-817133313-0009
	img-817133313-0010
	img-817133537-0001
	img-817133550-0001
	img-817133602-0001

	ダンスパンフ
	img-725135210
	img-725135222
	img-725135230



